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　（別紙４-１）

法人名

事業所番号

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

訪問調査日

評価機関名

所在地

　本年度、経営者が新しくなったことで、経営・介護の理念と方針を次のように改めておりま
す。
　経営理念は『人の心を大切に想う会社』。介護理念は『自分、家族、大切な人が「最期まで暮
らしたい」と思える家（ホーム）』。そして、介護方針は『人の心と命、人生を大切にする介護』
『人と人とが共に生き、共に笑い、共に成長する介護』『人が幸福になることのできる介護』の３
つです。
　私たちが大切にしていることは、最期まで『人間』を『人間』として想い、愛することです。弊所
では、幸いにして「介護者から入居者になるまでお世話になるね」と冗談にできる程、自分が
望む介護を自分の力で実現したいという情熱や責任感のある職員が多くおります。立地として
も本地域の在宅医療を担う医療機関や薬局と隣接しており、いつもと変わらない日常生活を
持続しながら看取り介護を行うことができます。
　他人にしたことは自分に返ってくる。憎めば憎まれ、愛せば愛される…ご家族も含めた入居
者さん達、チームとして一緒に働く職員、協力して頂いている地域や関係機関の方々。愛情と
感謝を忘れず、そうした『人』達を大切に想うケアであるように努めております。

令和2年12月24日

日高郡新ひだか町静内旭町１丁目３０番２９号

グループホームひまわり

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
1)　経営の基本事項(環境、設備等の機能性、至便性等）；　静かな街にあって平屋２ユニット、介護機
能設備と個室との至便もよく、安らぎのあるすまい環境が整えらている。
2)　職員の介護の姿勢・態度；　職員は法人の理念等介護の基本に立ち、利用者の状態をよく観て、
聴いて、尋ねて、応接する真摯な介護支援に努めている。
3)　家族の介護等への好感；　家族は職員の介護姿勢に付き、ほぼ全員が、真摯な介護姿勢、応接
の丁寧さ、要点の的確な示唆、相談対応等、高い好感を示している。
4)　運営推進会議開催状況；　会議は通例、関係者の参加を得て、定例開催。日常運営や生活状況
を説明して理解を求め、議事録の家族送付、所内掲出に努めている。
5)　地域組織・機関との連携；　自治組織・機関との連携を図り、ともに利用者の安全・安心をこころが
けている。また研修に努め、常に職員の資質向上を図っている。

基本情報リンク先URL

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_022_kan
i=true&JigyosyoCd=0173800582-00&ServiceCd=320

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

項　　目

56

特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401

3. 家族の１/３くらいと

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

3. 利用者の１/３くらいの

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない
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次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容



次のステップに向けて期待したい
内容

キーパーソンを主とするご家族への報告や相談、連絡を密
に行って双方向の連携を図っている。感染対策下でも窓越
しの面会や電話等での連絡が持続しており、本人や職員と
ご家族との関わりを維持できるよう努めている。また、写真
や手書きのメッセージを添えたお便りも毎月送付している。

入居者やご家族と同じ地域に長く暮らしている職員が多い
ため、入居以前から馴染みの関係にある。そのため同じ地
域・同じ家（ホーム）で共に生きる一員として信頼関係が築
きやすい環境にある。その土台も生かしながら入居者やご
家族との信頼関係を築き、生活歴や気持ちに寄り添った関
わりが図られている。個々のできること、したいこと、好きな
こと等を把握し、有用感や満足感のある生活となるよう努
めている。



次のステップに向けて期待したい
内容

自治会や近隣の施設等の行事に参加したり、地域の方々
を招いて芸能発表や創作活動したり、行事や防災訓練等
に参加して頂いており、地域資源を活用した運営や介護に
努めている。

ご本人やご家族を第一に考え、地域の医療・福祉・行政機
関と連携して他施設での短期入所や通所介護を併用した
り、弊所で同様の受け入れや認知症カフェの新設したり、
ニーズに合わせたサービスを活用できるよう柔軟な対応に
努めてている。

施設に隣接してかかりつけ医のクリニックと総合病院があ
り、隔週の往診以外にも毎日のように医師や看護師の訪
問がある。その他の通院に関しても個々の実態に応じて移
動や付き添いの支援ができている。

他項に記載した通り、ご家族や医療機関との連携が図られ
ている。全職員で行う毎月のモニタリングや定期的な評価
によって、各者の意見やアイディアを反映したケアプランを
作成している。

本年度、個々の実態や要望が把握しやすいよう個人記録
の全面的な改善を行った。職員間での情報共有はそれ以
前から毎日行われており、休んでいた職員も出勤時に記
録を確認することで現状を把握できるようにしている。ま
た、ケアプランについても毎月見直しや検討が行われてい
る。

他項に記載した通り、入居前からご本人やご家族に詳細な
聞き取りをしている。入居後も自宅との違いによって感じる
不安や不便さに寄り添い、ご本人から見聞きしたことを基
に職員やご家族との共通理解や相談を図り、ケアや環境
の改善に努めている。

他項に記載した通り、入居申請時から生活歴や住環境を
詳細に把握するよう努めている。入居決定後のアセスメン
トや毎月のモニタリング、ご本人とのコミュニケーションに
よって把握したことをケアプランに取り入れ、支援に活用し
ている。

他項に記載した通りに把握に努めており、個人記録にも毎
日の様子を詳細に記載してそれらを元に職員間の情報共
有を図っている。また、ケアマネージャーと全職員が参加し
たモニタリングやアセスメントも毎月行っている。

利用が終了した後も運営推進会議や行事等で来所して頂
いている。退居された方のご家族や知人から紹介されて入
居申請にいらっしゃる方が非常に多い。加えて、その大半
が弊所だけに申請している。退居された方のご家族やご親
族、友人・知人の入居申請が多いことは大変ありがたく、退
居後も信頼や評価をして頂けるよう努めている。



次のステップに向けて期待したい
内容

健康維持や清潔保持といったことであってもご本人と相談
しながら決めており、生活全般において個々の生き方が尊
重された過ごし方ができるよう努めている。

ご家族と連携や相談しながら理容や衣類、化粧等の支援
に努めており、その人らしいおしゃれや清潔保持ができる
よう努めている。特に行事や外出の際は相談しながらお
しゃれを楽しんでいただけるよう支援している。入居後も職
員が馴染みの美容室へ同行したり、地域の理容師に訪問
してもらったりしている。また、職員も染髪やパーマをしてい
る。

本年度、経営理念、介護理念・方針を改善し、人を人として
尊重し、その心と生命、人生を大切に想う介護が実現され
るよう努めている。個人の尊厳や自立支援等についても研
修を行い、日常の生活や介護において全職員に徹底され
るよう努めている。

地域の消防署や業者と連携し、毎年２回指導や訓練を受
けている。感染対策前から運営推進会議を通して防災や
捜索等について連携しており、包括支援センターや自治会
等に協力して頂きながら訓練が行われている。

本年度、マニュアルの全面的な改善が行われ、急変や事
故の対応について職員全員で研修や訓練が行われるよう
になった。また、地域の医療機関や消防署とも連携し、定
期的に指導や訓練を受けている。

理念や方針の通り、ご本人の意思や希望に合わせた選択
や決定に基づいて活動できるよう支援している。また、表情
や小さな行動にも気を配ることでご本人の気持ちを確かめ
たり推し測ったりしながら言葉にできない思いや希望にも
寄り添えるようコミュニケーションに努めている。

他項に記載した通り、立地を生かした連携が図られてお
り、地域全体でも連携体制が築かれている。日常的な関係
づくりや連絡体制が整備されているので入退院に伴う情報
交換や早期退院といった支援も実現できている。

経営者交代後、入居時にご本人やご家族の希望を伺って
おり、医療機関との連携によって望まれている通りの看取
り介護を実践できている。

前項の通り、日常的な協力関係が築かれているおかげで
些細な変化でも相談や確認ができており、すぐに対応する
ことができている。



次のステップに向けて期待したい
内容

薬情は他の医療情報と共に一元管理し、個々の状況を把
握している。服薬に際しては氏名や日付等を複数回確認
し、飲み込むまでの確認を徹底している。

就寝や消灯の時刻は定めていないので、個々の習慣（生
活歴）や心身の状態に応じて支援している。日中の散歩や
レクリエーション、昼寝等によっても安眠や休息の調整を
図っている。

気温や食事等の健康上の理由から基本的には午後に入
浴して頂いているが、曜日や時間は固定ではない。個々の
希望や習慣（生活歴や好み）に合わせたタイミングや順
番、湯温等にし、お一人ずつ２～３日に１回入浴して頂ける
よう支援している。体調等によってはシャワー浴や手・足
浴、ドライシャンプー、全身・部分清拭（更衣）といった配慮
をし、清潔保持に努めている。

他項に記載した通り、本年度、個人記録等の文書を全面的
に改善し、排泄を含む健康管理や医療との連携がしやす
いようになった。それらの記録から個々の実態を把握し、で
きるだけ布の下着を使って、パットを使わなくても安心して
自力での排泄ができるよう支援している。

他項に記載した通り、飲食物は個々の摂取状況を記録して
おり、毎日のレクリエーションや散歩等によっても便秘の予
防に努めている。下剤ありきで考えず、牛乳や甘酒のよう
に個々の好きな物で自力排便が促されるように工夫してい
る。医師や看護師、薬剤師との日常的な連携が図られてい
るので排便の把握や下剤の調整も細かく行われている。

毎食後に歯や舌をケアしており、ご本人ができない部分は
支援して口腔内の清潔を保っている。歯ブラシや義歯ブラ
シに加えてガーゼや口腔ウエッティ、職員が手作りしたブラ
シ等、個々の実態に応じた手立てを工夫してケアしてい
る。

飲食毎に量や状況を記録して把握し、ご家族や調理師、医
療機関と連携しながら個々の生活歴や嗜好に合わせた支
援を行っている。

美味しく、かつ楽しく食事できるよう専門の調理員が一から
手作りし、最期まで経口摂取ができるよう個々の好みや実
態に応じた食材やメニュー、味つけ、形状等を工夫してい
る。特に誕生日や行事の際は個別に食べたい物を伺って
寿司やケーキ、オードブルといった工夫もしている。また、
調理や片付け等も健康や習慣が保持されるよう配慮し、一
緒に取り組んで頂いている。



次のステップに向けて期待したい
内容


